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項 目 選択肢 備 考

形 式

シナリオ型
・ あらかじめシナリオを公開して訓練する形式
・ 難易度：低、基礎力向上に適

ブラインド型
・ シナリオを隠して訓練する形式
・ 難易度：高、応用力向上に適

災害想定

（災害発生前
の呼びかけ
訓練）

避難対象 避難行動 避難先 呼びかけ地区

洪 水

浸水想定区域

垂直避難
浸水深以上
の階

該当区域
（地区全体の
場合が多い）

立退避難 区域外

家屋倒壊等
氾濫想定区域

立退避難 区域外

土 砂 土砂災害警戒区域 立退避難 区域外
該当区域
（地区の一部）

地 震 揺れの大きいところ （南海トラフ地震臨時情
報発表後を想定）
地震発生時、すぐに逃
げるための準備

全域

津 波 海に近い平野部
全域
（平野部での
遭遇を想定）
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項 目 選択肢 備 考

区 分

情報伝達訓練

・ 連絡のみを行う訓練
・ 単純な準備で実施できる。
・ 成果は限定的
・ 初めて参加する場合、この区分を推奨

避難訓練
・ 連絡と住民の避難行動を行う訓練
・ やや大掛かりな準備が必要
・ 成果は大きい

訓
練
対
象
者

全般

自治会加入者
・ 既存の自治会名簿が利用できる。
・ 自治会未加入者への対応ができない。
・ 防災活動としては限定的

自治会非加入者
を含む全居住者

・ 自治会未加入者の名簿は、独自に作成が必要
・ 防災活動のあるべき姿に近い。

避難行動
要支援者

市配布の名簿範囲
・ 既存の名簿が利用できる。
・ 未記載者への対応ができない。
・ 防災活動としては限定的

居住する総員
・ 未記載者の名簿は独自の作成が必要
・ 防災活動のあるべき姿に近い。



目的別

全体連絡用 一部連絡用

形態別

数珠式（ＰＴＡ方式） 班長・個別式 個別式

連絡手段別

LINE一斉 ハイブリッド 電話/対面

訓練計画の参考 連絡網の作成

呼びかけ体制のための連絡網は、災害の種類によって対象者が異なります。
地区ごとに異なる事情に合わせて皆さんに最適な連絡網を作り上げてください。

自主防
住民

連絡網

自主防
住民

連絡網

一斉送信

電話/対面

LINE一斉



訓練計画の参考 訓練計画の組み立て

訓練条件の選定が終わったら、訓練計画を組みたててみましょう。
以下の要素を考慮すると計画が現実的になります。

いつ 日程、時間割

どこで 避難訓練の場合：訓練場所（避難先）
情報伝達訓練の場合：連絡のつく場所

誰が 参加者の範囲（例：班長以上/住民まで含む）

何を 想定する災害種類（洪水・土砂・地震・・・）

何のために 訓練の目的（例：連絡網の不具合確認、独自マニュアルの検証・・・・）

どのように 進行の仕方（訓練開始・中止の連絡方法などの取り決め）
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